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１ 開 会 

 

２ 報 告 

 

（１） 平成１８年度の開催経過について 

（２） 第１１回（平成１８年度第５回）かごしままちづくり会議における意見等の検討状況に

ついて 

（３） 第１１回（平成１８年度第５回）地域まちづくり会議等における意見等の検討状況につ

いて（全市的な事項） 

（４） 第１２回（平成１９年度第１回）地域まちづくり会議について 

（５） 平成１９年度予算について 

（６） 新市まちづくり計画の進捗状況について 

 

３ 協 議 

（１） 組織のあり方及び平成１９年度の会議の進め方について 

（２） テーマ：次世代育成 

 

４ その他 

 

５ 閉 会 
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番号 意見等の概要
意見等の

分類
関係部局 意見等に対する検討状況

検討状況
の分類

1

公民館については、団塊世代の活躍の場、人材発掘の場、
ネットワークの場として機能強化を行い、様々な人材のコー
ディネーター役としての公民館のあり方を検討してほしい。

2 教育委員会

  生涯学習ボランティアとして活躍できるような団塊世代を
対象にした講座を開設している。また、公民館事業や公
民館講座等で講師として活用できるような団塊世代の人
材発掘に努めている。今後、団塊世代が活躍できるような
場など情報提供に努めていく。

2

2

町内会の必要性をまとめたものを転入者に渡すなどの町内
会離れ対策を行ってほしい。

2 市民局

質疑として次のとおり回答済
---------------------------------------------
加入者呼びかけのチラシを転入者や市営住宅入居者に
配布するなど様々な加入促進対策を講じているところで
ある。

1

3

町内会の基本は住民同士のコミュニケーションなので、未加
入者対策全てを行政に要望するべきではないが、町内会離
れ対策に奮闘している役員などに対して、世帯把握のため
に地域へ新規入居者についての情報提供を行うなど、特色
ある対策を考え、今以上にバックアップをしてほしい。

2 市民局

質疑として次のとおり回答済
---------------------------------------------
コミュニティ再生に向けた施策として、１９年度から地域力
再生検討委員会（仮称）の設置を検討しているところであ
る。

2

4

地域内の情報を各個人が書き込みながらコミュニティを作ろ
うというサイトも存在しており、様々な人とつながり、自由に発
言でき、かつ多くの情報を得られるインターネットは、コミュニ
ティツールとして有効だと思う。そういった情報及び地域との
一体感が得られるというメリットがあれば町内会への加入促
進対策としても有効ではないか。

2 市民局

　インターネットは、個人レベルの情報収集という観点で
は有効なものと考えるが、コミュニティツールとしての活用
能力には、個人差が未だ大きい状況であり、今後の研究
課題と考えている。 2

第１１回（平成１８年度第５回）
かごしままちづくり会議における意見等の検討状況一覧表

　意見等の分類　：１各地域に係る事項、２全市的な事項、３その他
　検討状況の分類：１既に施策等に盛り込み済みのもの、２今後施策への反映を検討するもの、３要望等にそい難いもの、
　　　　　　　　　４市の所管に属さないもの、５その他
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番号 意見等の概要
意見等の

分類
関係部局 意見等に対する検討状況

検討状況
の分類

第１１回（平成１８年度第５回）
かごしままちづくり会議における意見等の検討状況一覧表

　意見等の分類　：１各地域に係る事項、２全市的な事項、３その他
　検討状況の分類：１既に施策等に盛り込み済みのもの、２今後施策への反映を検討するもの、３要望等にそい難いもの、
　　　　　　　　　４市の所管に属さないもの、５その他

5

災害時などには行政の力だけでは対応できないので、今後
は商店街やスーパー、コンビニも含め、防災・防犯対策の要
とすべきではないか。

2 市民局

　１７年１０月に制定した安心安全まちづくり条例に事業者
の責務を定め、防災・防犯等に関する事業者の積極的な
参加を進めているところである。
　防災については、災害時の食糧等物資の優先的な供給
等について、本市とデパートやスーパー等１１社との間
で、協定を締結しており、今後も拡充していきたいと考え
ている。
　また、防犯対策としては、事業者による防犯パトロール
隊にもパトロール用品を支給することしており、１９年度は
新たに、事業者等の車両による防犯パトロール活動の促
進を図ることとしている。

1

6

町内会未加入者が増えているとのことだが、一度加入しない
意思表示をした人には一切情報が伝わらなくなるという情報
の欠如面にも問題があると思うので、インターネットやかわら
版的なものだけでなく、マスコミ等を含めた様々な媒体を活
用してコミュニティを話題にして、広く住民に知らしめることが
必要ではないか。

2 市民局

　コミュニティ再生に向けた施策として、１９年度から地域
力再生検討委員会（仮称）の設置を検討しているところで
ある。

2

7

地域内の情報を各個人が書き込みながらコミュニティを作ろ
うというサイトも存在しており、様々な人とつながり、自由に発
言でき、かつ多くの情報を得られるインターネットは、コミュニ
ティツールとして有効だと思う。そういった情報及び地域との
一体感が得られるというメリットがあれば町内会への加入促
進対策としても有効ではないか。

2 企画部

インターネットを用いたコミュニティツールは、地域コミュニ
ティの活性化や地域社会への住民参画のための一つの
手法であると考えている。

2

- 2 -



番号 意見等の概要
意見等の

分類
関係部局 意見等に対する検討状況
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第１１回（平成１８年度第５回）
かごしままちづくり会議における意見等の検討状況一覧表

　意見等の分類　：１各地域に係る事項、２全市的な事項、３その他
　検討状況の分類：１既に施策等に盛り込み済みのもの、２今後施策への反映を検討するもの、３要望等にそい難いもの、
　　　　　　　　　４市の所管に属さないもの、５その他

8

各地域でブランド化されていた産品のインパクトが薄くなり、
ブランド力が衰えてしまうことが懸念される。効果的な戦略を
打ち出して市外・県外・国外にまで通用する新生鹿児島市と
しての地域ブランドを作って鹿児島の力をアピールすべきで
はないか。

2 経済局

　 特産品の振興にあたっては、県内外へ広く情報を発信
し、販路拡大を図ることが重要であると考えている。
　本市としては、特産品ガイドブックの作成・配布や県外
における物産観光展の開催などによる特産品のＰＲを行
うとともに、地元の資源を活かした新商品の開発を図るた
め、県などと共同で「かごしまの新特産品コンクール」を開
催するなどの取り組みを行っている。
　なお、１９年度は、県などとともに「第24回伝統的工芸品
月間国民会議全国大会」や「薩摩焼パリ伝統美展（仮
称）」を開催し、本市の伝統的工芸品や特産品を国内外
に情報発信してまいりたい。
　また吉田・郡山地域のﾆｶﾞｳﾘ、松元地域のお茶、桜島地
域の小みかん、喜入地域のオクラ・スイートコーンなど、
市内各地域には優れた特産農産物等がある。これら特産
農産物を多くの市民に紹介するため、「旬のキャンペー
ン」や「食の交流会」を実施したほか、物産展を通じて、県
外へもPRを行っているところである。
　今後も地域性を大事にしながら、このような活動を通じ
て鹿児島市の特産農産物等をアピールしてまいりたい。
 ---------------------------------------------
※新市まちづくり計画
５産業活力都市／（３）地域産業／５３ページ、（４）農林水
産業／５４ページ

1
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会議名 番号 意見等の概要
意見等
の分類

関係部局 意見等に対する検討状況
検討状況
の分類

吉田 1

狂犬病の予防接種受診率は全国で75％といわれている。鹿児
島市の実態はどうなっているか。この病気は致死率100％で
あり、発生してからは遅いのでもう一歩踏み込んだ対策をし
ていただきたい。

2    健康福祉局

鹿児島市内の犬の狂犬病予防注射の実施率は、平成16年度は約75%、
平成17年度は約72%となっている。

保健所では、犬の飼い主に対し、
・定期予防注射（集合注射）実施の案内通知及び催告通知
・啓発用リーフレットの配布
・市民のひろば等の広報紙、ホームページを利用した周知、啓発
・予防注射等未実施の飼い主判明時の直接指導
等を行い、狂犬病予防注射の実施を求めている。
また、集合注射会場を利用できない飼い主の方々に対しては、動物病院
での狂犬病予防注射の実施の案内を行っている。

なお、昨年11月の海外旅行者による狂犬病発生に際し、
・市民のひろば等の広報紙
・市ホームページ
等へ緊急情報を掲載するとともに、犬の登録や狂犬病予防注射の周知、
啓発を行ったところである。

登録や狂犬病予防注射の未実施については、飼い主への直接指導や
周知、広報をさらに強化し、狂犬病予防注射等の実施率の向上に努めて
いく。

1

吉田 2

学校給食費の未納対策として生活困窮者の減免措置などは講
じているのか。なかには「納められるのに納めない人」もい
るのではないか。未納防止対策として入学時に「学校給食を
お願いします」というような承諾書をとるような方法は考え
られないか。

2    教育委員会

給食費の納入が滞っている家庭には、各学校において就学援助
制度の案内を積極的に勧めている。また、給食費を納められるの
に納めないと判断される保護者には、ＰＴＡ総会や学級懇談会等
で給食のねらいや仕組み、未納が与える影響等を説明するととも
に、文書や電話、家庭訪問等で段階的に粘り強く督促を行ってい
る。
さらに、未納額が多い保護者には分納誓約書も提出してもらって
いる。入学に際しての承諾書については、その方法や内容等につ
いて今後研究してまいりたいと考えている。

5

第１１回（平成１８年度第５回）地域まちづくり会議等における意見等の検討状況一覧表

　意見等の分類　：１各地域に係る事項、２全市的な事項、３その他（質問、所感等を含む）
　検討状況の分類：１既に施策等に盛り込み済みのもの、２今後施策への反映を検討するもの、３要望等にそい難いもの、
                  ４市の所管に属さないもの、５その他
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会議名 番号 意見等の概要
意見等
の分類

関係部局 意見等に対する検討状況
検討状況
の分類

第１１回（平成１８年度第５回）地域まちづくり会議等における意見等の検討状況一覧表
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                  ４市の所管に属さないもの、５その他

吉田 3

町内会未加入者対策の一環としての情報提供には「個人情報
保護法」などの制約があることは理解するが、「どこどこに
誰々(氏のみ)さんが入居した」それだけでも法に抵触するの
か。地域住民が組織をつくって防犯灯の管理や防災、防犯、
ごみ処理などの活動を行いながら地域の連帯をはかってい
る。地域活動活性化のため、町内会加入の勧誘に使用するだ
けなのでご一考願いたい。

2    市民局

住民異動に関する情報管理については、法令等に基づき適正か
つ厳格に行っており、情報を提供するのは難しいのでご理解いた
だきたい。

3

吉田 4

今年からごみの分別方法が変わり燃やせるごみが多くなっ
た。将来にわたって資源問題にも関わってくると思う。出る
ごみを出さないようにすることが大事なことである。そのた
め、スーパーで買い物をするときは自前の袋を持参して出か
けるなど、市民一体となった取り組みが必要ではないか。推
進機構など結成して、広報を通じて意識の改革を図りながら
ごみの減量化を進めることはできないか。 2    環境局

平成19年４月に施行される容器包装リサイクル法改正により、容器
包装廃棄物の排出抑制について明文化され、具体的な取組みも例示
されています。さらに、容器包装廃棄物の排出抑制にあたっては、
国、自治体、事業者、消費者が連携協力を図りながら取り組むこと
が求められている。
本市でも、スーパーがレジ袋の有料化を開始するなど、各事業者の
自主的な取組みが既に始まっている。本市としても、レジ袋など容
器包装廃棄物の削減に向けて、19年度からマイバッグ運動を展開す
るなど、事業者や消費者への広報啓発を通じて、ごみの減量化･資
源化をさらに進めていきたいと考えている。

1

喜入 5

校区公民館を対象とした補助事業で、本年度で終了する
「わがまち自慢づくり支援事業」について来年度以降も継続
してほしい。

2    教育委員会

 １７・１８年度に実施した「わがまち自慢づくり支援事業」では、各
校区ごとにそれぞれの特色を生かした様々な取組が進められた。
 教育委員会では、この２年間の取組を通して各校区に根付きつ
つある「わがまち自慢」を確実に定着させるため、「わがまち自慢
づくり推進事業」として来年度も継続してまいりたいと考えている。

1

－5－
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                  ４市の所管に属さないもの、５その他

企画部

各種公共施設については、各担当部局において、全市的な観点
に加え、地域バランスにも意を用いる中で、設置目的や利用予測
等も踏まえた設置を行っているが、今後、さらに厳しくなることが予
測される地方財政や、少子高齢化の進展など社会経済情勢の変
化等を踏まえ、行政内のさらなる横断的連携を図る中で、複合化
や既存施設の有効活用などについても検討する必要があると考
える。

5

市民局

それぞれの地域に住む市民の方々から、市政に関するご意見や
ご提言をお聴きし、市政に反映させるため、「わたしの提言」や「市
政モニター」、「市長とふれあいトーク」、「パブリックコメント手続」
などを実施している。ぜひ、ご活用いただき、地域の実情を含め、
ご意見などをお聞かせいただきたい。

1

6

まとめの中に「公共施設の利活用」という項目がある
が、既存の市の方針や基準で施設整備や利用基準が決
められるが、それが本当に地域の実情やニーズにあっ
たものなのか疑問を感じる面がある。そういった施設
の利用や整備に関する地域住民ニーズというものを
もっと汲み取って施策に活かしていくべきではない
か。

2    郡山

－6－



区　　分 吉田地域まちづくり会議 桜島地域まちづくり会議 喜入地域まちづくり会議 松元地域まちづくり会議 郡山地域まちづくり会議

開催日時
平成１９年４月１２日（木）
　　１３：３０～１６：００

平成１９年４月１２日（木）
　　９：３０～１２：００

平成１９年４月１３日（金）
　　１３：３０～１５：５０

平成１９年４月１３日（金）
 　  １３：３０～１５：５０

平成１９年４月１１日（水）
　　１３：３０～１５：２０

開催場所
吉田福祉センター
２階会議室

桜島支所２階大会議室
マリンピア喜入八幡温泉保養館
第１会議室

松元支所３階大会議室 八重棚田館研修室

出席者数 委員１５人 委員１２人 委員１３人 委員１４人 委員１５人

ごみ対策、住環境の整備、
交通対策など

観光、農林水産業 自治組織と住民自立 安心健康都市
～地域福祉、健康づくり、救急・医療など～

17・18年度末の意見集約の確認と19年
度協議のポイントの確認など

主　な
意見等

1

町内会未加入者対策の意見に対す
る回答として、「法令等に基づき
適正かつ厳格に情報管理を行って
おり、個人情報は提供できない」
とある。この意見は地域住民や町
内会長が地域活性化のために転入
者を勧誘しようとしてお願いして
いる。できないのであれば、どの
ような方法があるのかご教示を願
いたい。

市営住宅の建設については、全市
的なバランスもあるだろうが、桜島地
域については、過疎対策がまちづく
りを進める上での最重点課題である
ことを考慮して、重点的に市営住宅
建設を進めてほしい。また、既存集
落現況調査事業では、平成１８年度
に基本方針の作成を行ったとある
が、桜島地域はどのような方針なの
か示してほしい。

浄化槽整備に事業について、５０
人槽以下を対象としている根拠
と、本年度喜入地域へどの程度の
設置を見込んでいるのか。また、
今後も喜入地域においては、合併
浄化槽で対応していくのか、下水
道の整備をする計画はないのか。
住宅団地等が合同で、１２０人槽
程度の浄化槽を設置替えする場
合、補助制度はないのか。

現在の松元地域に関わる予算規模
は、旧松元町時代と比較すると縮
小してきているのではないか。

甲突川源流域自然体験事業がある
が、どのようなものか。

2

狂犬病予防注射が、７２％が実施
ということは４匹に１匹は未実施
ということである。予防注射等未
実施の飼い主判明時の直接指導は
どういう指導を行っているのか。
また町時代は２回ぐらい脱漏対策
があったが今はないので、１回は
是非実施してもらいたい。

市営住宅は、年４回の募集を全市的
に統一した制度で行っているとのこ
とであるが、桜島は過疎地域であ
り、少しでも人口流出を食い止める
努力をする必要がある。桜島地域の
市営住宅については、随時募集など
建設事務所で柔軟な対応ができな
いか検討してほしい。

グリーンツーリズム関係の会議で
作成したパンフレットで、紹介さ
れた史跡付近に住む方々が、路上
駐車や植物の乱獲で迷惑したとの
事例が、上記会議でだされてお
り、地域を紹介するパンフレット
等の作成の際、地元の生活者が迷
惑することがないよう掲載するに
あたっては、慎重に検討してほし
い。

地域福祉館については、概ね１中
学校区に１館という基本方針があ
ると聞いている。旧５町域には住
民自治組織がつくった集会施設が
あるが、地域福祉館とは機能や目
的が異なっているので、集会施設
があるという理由で地域福祉館の
整備が遅れることのないようにし
てほしい。

浄化槽整備事業補助金は、具体的
にどのようなものか示してほし
い。

平成１９年度第１回地域まちづくり会議概要

　　　　＜各会議の協議テーマ＞

会議内容

      （７）その他
     ３　閉　会

　　１　開　会
　　２　議　題
　　　（１）平成１８年度の開催経過
  　　（２）平成１９年度の会議のスケジュール
　　　（３）前回会議における意見等の検討状況
　　　（４）平成１９年度予算（報告）
　　　（５）新市まちづくり計画の進捗状況（報告）
　　　（６）意見・提言等の協議

（　５　支　所　共　通　）

（　５　支　所　共　通　）
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3

旧吉田町時代の三重岳遊歩道の階
段が老朽化しているところは改修
し、傾斜がきついところは「らせ
ん」にするなど方法を考えていた
だきたい。

克灰袋配布事業では、現在、年２回
ほど克灰袋が各家庭に配布されて
いるが、本格的に灰が降れば、今の
袋ではとても足りない。桜島地域に
ついてはもっと容量の大きい袋が必
要である。以前はドカ灰の時には、
一輪車で直接持ち出していたので、
そういう柔軟な対応も含めて検討を
お願いしたい。また、克灰袋の置き
場所の明示をお願いしたい。

喜入の森につわぶきなどの野草が
とれる観光農園的な施設を整備で
きないか。

いろいろな施設ができても、自家
用車を運転できない高齢者など
は、公共交通手段がなければ施設
を活用できない。コミュニティバ
スの運行については、１８度中に
利用実態調査を行い、その結果を
踏まえた運行サービスの見直しを
予定しているとあったが、具体的
にはどのような見直しがなされた
のか。

郡山中央地区土地区画整理事業の
進捗率はどのくらいか示してほし
い。

4

ごみ拾い活動をしたが、見えない
ところにごみが捨ててあり、川も
汚れている状態である。そういう
ところのごみを撤去していただき
たい。また粗大ごみの不法投棄が
あった場合、貼り紙をして一定期
間置いて回収されている。捨てた
人が取りにくることは考えられな
い。そこにごみがあることで次の
ごみ捨てを誘発するので、規則に
とらわれず早めに撤去していただ
きたい。

湯之平展望所のリニューアルや足
湯、観光案内所の計画について、設
置場所などを含め概要を教えてほし
い。この会議でも湯之平展望所につ
いては、高齢者が展望台に上がるの
は大変であり、バリアフリー対策が
必要であるとの意見が出されていた
が、この点は計画に含まれているの
か。また、足湯は規模の小さなもの
ができると聞くが、せっかく造るの
で、多くの観光客が利用できるよう
な、立派なものを造ってほしい。設置
場所についても、桜島と錦江湾の眺
望も楽しめるような場所を選定して
ほしい。

喜入の森の利用促進のためにバス
停を設けてほしい。

コミュニティバスの利用実態調査
は、対象者を無作為に抽出して調
査をしたと聞いている。バスを利
用しない調査対象者も多かったと
聞くが、コミュニティバスの運行
サービスの充実は地域住民の切実
な声であるので、ぜひ利便性に十
分配慮して見直しをしていただき
たい。

中・高等学校の運動部活動への指
導協力者派遣で、平成１７年度と
平成１８年度は郡山中学校の女子
バレーボールに指導協力者を派遣
いただいた。平成１９年度は指導
協力者の派遣はないようだが、派
遣希望がないからなのか判らない
ので示してほしい。

5

山間部の道路では、ごみが大量に
捨ててあるところがある。ごみが
あれば通りがかりでまたそこに捨
てていく。一度撤去していただけ
れば違ってくるのではないか。き
れいなところには捨てにくいか
ら、そういう心理を利用して対策
をしていただければと思う。

現在、赤水漁港の整備が進められて
おり、今後も引き続き整備されていく
ものと思うが、整備期間が長年にわ
たっており、その間、養殖業や漁協
をめぐる情勢も変化してきていること
から、今後の港の利用計画などを含
めて漁協とも十分協議の上、整備を
進めてほしい。

千貫平自然公園について、植物紹
介の案内板の再設置と、自生して
いる植物が減っているようなの
で、草刈り等の実施にあたって
は、貴重な植物を守る上から適正
な実施時期の検討をしてほしい。

健康づくりの担い手となる食生活
改善推進員については、約１年間
にわたり旧鹿児島市の保健セン
ターまで出向いて養成講座を受け
なければならないため、人数が
減ってきている。合併前と同様
に、松元地域でも養成講座を行っ
てほしい。

最終年度なので何とか形あるもの
にしていきたい。委員の使命及び
責任上、最後の一番大事な時期で
あり、議論を深め、まちづくり会
議の成果があがるようなものにし
ていかなければならない。
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6

今はとにかく出るごみの量が多
く、それを処理することに一生懸
命になっているが、ごみを出さな
いように、リデュースを徹底して
いかなければならないと思う。行
政も我々もごみを出さないという
ことを徹底すべきである。

漁業信用基金協会への出資につい
ては、同協会の保証債務残高の比
率が、同協会の規定の限度額の枠
内で、保証能力に余裕があることか
ら、出資は行わないということだが、
西桜島漁協は、経済事業を営んでい
ることもあり、融資等の際にはどうし
ても漁業信用基金協会に頼らざるを
得ない。鹿児島市に損失補償を頼ん
でも無理だと思うので、せめて漁業
信用基金協会への出資金だけでも
桜島町時代に毎年実施していたよう
に行ってほしい。

住宅地周辺の傾斜地にある高齢者
の所有する耕作が放棄されている
農地は、住宅への被害も懸念され
るが、所有者が高齢者であるため
管理することは難しい状況にある
と思うが、何か良い方法はないの
か。

松元地域の老人クラブについて
は、今後も新たに結成される見込
みがあるので、引き続き助成をお
願いしたい。

我々委員の任期は平成１９年度ま
でとなっている中で、平成１９年
度は最後のまとめの一番重要な時
期であると考えている。スケ
ジュール案では、会議は１０月ま
での４回となっており、残りはあ
と３回しか会議がないようだが、
これで大丈夫か。地域によっては
まだ課題等にばらつきがあるが、
状況によっては５回開くことも可
能なのか。

7

川にごみを軽トラック１台分ぐら
い捨ててあって、県や警察に調査
してもらったところ投棄者が判明
した。行政も一緒になって捨て得
を許さないよう地域のみんなで監
視を徹底していきたい。

桜島の農業は、高齢化や担い手不
足が進んでいる。増加する遊休地や
空き家などを活用して、定年退職を
迎える団塊世代を新規就農者に誘
導することで、農業振興や過疎化対
策につなげることができると思うので
そのような施策を展開してほしい。

地域住民から行政へ声を届ける場
として、地域まちづくり会議は、
良い組織であると思う。
かごしままちづくり会議で話し合
われる方針等も参考に今後につい
ては考えたい。

松元平野岡体育館の温泉施設利用
者のマナーが最近悪くなってきて
いるように感じるので、マナーの
周知や指導をお願いしたい。

まとめに当たって時間的な制約が
ある中で、今までの議論を更に深
めるために自主研究グループを設
置し、お互い意見を出し合い、ま
ちづくり会議を成果あるものにし
たい。
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8

納税や健康づくりなどの啓発のた
めの旗が効果的であるように、ご
み捨てを許さないという思想が大
事である。だから私たちはごみを
捨てるのをやめましょう、不法投
棄はやめましょうと呼びかけてい
かなければならない。

桜島地域では、桜島赤水町の桜島ド
ライブイン付近、また、東桜島地域で
はほとんどの地域がインターネットの
高速回線が使えない状況である。
我々のスタッフでも県外から桜島へ
移住を希望する人が何人も現れてい
るが、インターネットが使えないと活
動しづらい。特に若者の移住に関し
ては、インターネット環境が重要なポ
イントであると思うので、ぜひイン
ターネットの高速回線の早期整備を
してほしい。現在、国の補助金を活
用して、自治体と通信会社が共同で
取り組むことができるようなので、ぜ
ひそのような形で取り組んでほしい。

高齢者福祉センター松元について
は、空調設備をはじめ、施設設備
が老朽化しているので改善してい
ただきたい。

郡山地域に新しく住宅を建てられた
方々が、まず一番心配するのは墓
地である。永住を促進するためにも
新たに共同墓地を作ることはできな
いか。

9

かねてからビニール袋を持ち歩い
て、ごみがあると拾って持って帰
る方がいる。その精神を自分たち
も学ぶべきだと思う。

先日、合併後これまで７０歳以上が
無料であったマグマ温泉の入浴料を
７月から一部有料化するとの新聞報
道があったが、今回の有料化に至っ
た経緯について教えてほしい。

休日当番医については、合併後、
松元地域の医療機関が指定される
ことが少なくなったように感じ
る。松元地域の医療機関も指定さ
れるように配慮をしていただきた
い。

平成１９年度の協議にあたって、平
成１７年度末、１８年度末の意見集
約を再確認し、今までの議論を総括
して、現状と課題の分析や本年度の
主要テーマ、協議すべきポイントなど
の確認を行い、了承された。

10

吉田から吉野方面への買い物や病
院通いの人が増えているが公共交
通機関であるバスの便が少ない。
吉野経由便を増設していただきた
い。

会議で出された意見・提言等の中に
は施策に反映されたものもあり、こ
の会議についても一定の成果があっ
たと思う。平成１９年度で委員の任期
も終ることから、この会議も平成１９
年度で一応の区切りをつけ、その後
は、何らかの形で地域の意見を市政
に反映する仕組や、東桜島地域と一
体となった組織づくりが必要であると
思う。

県議選挙のお知らせはがきは、１
枚に複数人（５人）分記載されて
いるが、字が小さくて高齢者には
見にくく、はさみで切るのも面倒
である。合併前と同様、１人１枚
とできないか。

この会議も設置から２年半を迎え、こ
れまで多様な意見が出され、課題も
明らかになってきている。会議自体
については、合併協議において平成
１９年度中に組織のあり方を検討す
ることとされている。５月に開催が予
定されているかごしままちづくり会議
において、今後のあり方について協
議されるので、次回会議でその状況
等をおつなぎする予定である。
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11

新築住宅への合併処理浄化槽設置
補助金が平成１９年１２月３１日
で廃止になるが、既存の単独浄化
槽等を合処処理浄化槽に設置変え
する場合への補助金も将来なくな
るのではないかと危惧している。
地域の住環境の保全のためにも、
新築住宅への設置も含めて補助金
制度は残していただきたい。

これまでの会議で、新市まちづく
り計画の施策の体系に沿ったテー
マを設定し協議を重ねてきたが、
この新市まちづくり計画こそが将
来の松元地域のまちづくりを進め
ていくうえでの具体的な方向性を
示しているものであり、今後、き
ちんと施策に反映していくことが
重要なことであると思う。
合併協議において「１９年度中に
組織のあり方を検討する」となっ
ており、また、われわれ委員の委
嘱期間も１９年度までとなってい
ることなどから、今年度中に会議
の一定のとりまとめを行ってはど
うか。

12

市職員が通勤途中で道路の不具合
などを発見した場合は、所管課と
連携してすぐ対処できるような市
役所組織内での機関を設置してほ
しい。

13

吉田地域は姶良インター、薩摩吉
田インターがあって、南北に県道
が一本通ってわかりやすいところ
ではあるが、県道何号線という標
識の下に遠慮がちに東佐多町とか
本城町と標示してあるものの、よ
く見ないと分からない。できれば
この県道沿いにずっと一貫した同
じデザインの看板で、ここからは
本城町、ここからは本名町といっ
た統一した案内板があればと思
う。
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14

交通対策として出来るだけバスを
使うべきである。例えばバスを通
してほしいという陳情に行くとき
も役所に行くときもできるだけバ
スを使う。そうすれば駐車場の問
題も無くなる。バスは１００円収
益をあげるために経費が３００
円、４００円かかる。日頃から公
共交通機関を是非使っていきた
い。

15

これまでの会議において出された
意見や提言の中から施策として取
り入れられ実現できたものもあ
り、一定の成果があったと思う。
現委員の任期満了となる平成１９
年度にこれまでの３年間の総括し
た取りまとめを行い、提言を行い
区切りをつけたい。
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